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簡単に組み立てられ、手作業でものをつくる素材として適して

いるのではないかという仮説を立てた。

　グリッド状構造体を従来の手芸に代わる素材として提供す

るには、作業性と完成度の高さを確保しつつも、個人の好みや

用途に対応するためにバリエーションの展開が必要だと考え

た。そこで、帯状パーツを互い違いに組むとい単純な基本構

造に対し、3 つのアプローチ（1. 帯状パーツのスリット、2. 帯状

パーツの形状、3. 使用素材）を加えることで、様々なバリエー

ションを展開し、グリッド状構造体の、立体から平面へと折り

畳める動きや三次曲面に追従する動きと、それに伴う視覚的、

触覚的変化（立体状態ではグリッド状の幾何学的な印象のも

のが、平面状態では一枚のファブリックのような印象になる、

など）という、従来の手芸にはない表現の可能性を探った。（図

2、3、4）これらをふまえ、実際にグリッド状構造体を応用して、

インテリア製品（スツール）と被服という２種類のプロダクトを

制作し、具体的な事例として提示した。（図５、６）

　本研究では、このグリッド状構造体を、特別な道具や技術を

必要とせずに簡単に組み立てられる、新たな視覚的・触覚的

効果を持つ新しい素材として、手作業によるものづくりの場に

提供することを目指した。

研究概要
　手芸（裁縫や編み物など）のような手作業によるものづくり

には、自分の手を動かしてものを生み出すことによる達成感・

充足感という大きな魅力があるが、完成度の高いものをつく

るには知識や技術の習得が必要である。この知識や技術の習

得が達成感のもとであり、一方で、ハードルの高さ、挫折の原

因でもある。最近では、特別な知識や技術はないが自分の

手でなにかつくってみたいと思っている初心者を対象に、基本

的な知識や技術を一通り習得できるキットが販売されている。

このような初心者向けのキットがあることから伺えるように、

知識や技術はないが、自分で完成度の高いものをつくってみた

いという関心が高まっている。

　帯状パーツに、互い違いに等間隔で、帯の半分の幅までス

リットをいれたものを噛み合わせることで、立体的な格子が組

み上がる。この立体的な格子状に組み上がった帯状パーツは、

90 度スライドさせることで、立体から平面へと折り畳むことや

三次曲面に追従することが可能である。本研究では、帯状パー

ツで組まれ織り上がったものを「グリッド状構造体」と呼ぶ。 

（図１）帯状パーツに入ったスリットを互い違いに組んでいくと

いう単純な動作は、特別な道具や技術を必要とせず、誰もが
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手作業によるものづくりの素材としての提案
 The study of grid structure and its application as a material

グリッド状構造体の素材としての応用研究

図 1：グリッド状構造体の基本構造

図 2：３つのアプローチ  ―（1）帯状パーツのスリット（グリッドの間隔）―

図 3：3 つのアプローチ  ―（2）帯状パーツの形状 ―

図 4：3 つのアプローチ  ―（3）使用素材 ―

図 5：スツール

図 6：被服
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3. まとめ
　本研究は、“素材＋α” というプロダクトの新たなデザイン開

発手法を構築することが目的である。“素材＋α” を行うことで、

素材の機能、表情、用途、性質、役割が明確になり、素材

を的確に活かすことが可能となる。そして、従来とは異なる 

着眼により、新たな価値を持つプロダクトデザインを生み出す

ことができる。現在、様々な業界が大きな転換期を迎えようと

している。伸び悩む企業も多く、業界を超えてつながることが 

今後更に重要となると言われている。このような状況の中で、

業界の枠組みを超えて、新しい価値を生み出せるデザイン手法 

が必要となる。“素材＋α”がその役割を果たせたら幸いである。

1. 概要
　本研究では、「素材特性が体系化され、素材に先入観が生

じている現状」を背景に、“素材＋α” という手法で、プロダク

トと融合する新たな素材の使い方を模索する。“素材＋α”とは、

素材にキーワードによる切り口を与えてデザインを行う手法で

ある。デザイン的観点から素材の印象や弱点を変化させるこ

とで、素材の多用途化を目指している。また素材特性を活かす

ことを切り口とした、プロダクトの新たなデザイン開発手法を

構築したいと考えている。本研究は、木材・金属・樹脂・複合

素材を事例として扱う。これらの素材と＋α、応用例として制

作するプロダクトは、各章のテーマに基づいて決定している。

2. 素材 +α
　本研究のきっかけは「パンチングメタル＋紐」というテーマ

で学部 4 年次に制作した椅子である。パンチングメタルに紐

を編み込むことで、2 つの価値が生まれた。1 つ目は素材感で

ある。染色による色彩と金属色の対比は織物のような印象を

与える。また、金属面が光や現象を映り込ませ、時の移ろいの

中で表情が変化する。2 つ目は座り心地である。編み込んだ紐

がクッションや滑り止めの役割を果たす。また、金属が肌に触

れなくなり、屋外で使用できるようになる。以上のように素材

特性は＋αがあることで変化する。よって、素材にプラスする

αを変える事で、素材を活かすデザイン手法が必要と感じた。
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素材特性を活かすデザイン手法の研究
“Material +α” 
Research into design techniques that utilize the properties of the material

素材＋α

図 1：素材＋α のきっかけ … 金属の織物のような椅子 図 2：樹脂 +ファスニング … スポンジの道具箱

図 3：木材 + クラフト … 風味が良くなる炊飯器 図 4：金属 + 加工 … 変形する器

図 5：グリッド状構造体の基本構造

図 6：複合素材 + インプレッション … 素材特性を活かしたスツール
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デザインの特徴である。ところが Plus One の検証結果より、

多くの人が集まる場におけるプロダクトが人々に心地良さを与

えるためには、物理的な効率の良さだけではなく、人と人の

距離感などの心理的な影響も考慮しなければならないことが

わかった。そこで、思いもよらない事態によって他人と共に過

ごすことを余儀なくされる場として、災害時の一時滞在施設

に焦点を当て、そこで使用される仕切りJoints をデザインした。

Joints は、人数の増減に無駄のないレイアウトができる物理

的な特徴があるだけでなく、プライバシーを守る、逆にコミュ

ニケーションを取りやすくするといった、同一ではない多様な

人々の要求に柔軟に対応できるようデザインしている。

　本研究結果により、多くの人が集まる場において使用者に

心地良さを与えるプロダクトをデザインするためには、プロダ

クトが人に与える物理的な影響と心理的な影響を鑑みながら、

プロダクトが内包する「数の枠」の柔軟な可変性を考慮するこ

とが必要という持論を展開している。しかし、プロダクトの

色や材質など、プロダクトに含まれる数以外にも人の心地良

さを左右する要素はあるため、本研究の成果をベースにさら

に人数の増減に適したプロダクトデザインを深めて行きたい。

研究概要
　私たちが日常生活で使用しているプロダクトには、サイズや

個数、重さといった数が含まれており、使用者の行為や行動、

心理に影響を与えている。本研究では、プロダクトに含まれ

る様々な数の中から、多くの人が集まる場において使用者に

心地良さを与えるプロダクトの数とは何かを探っている。

　研究の初期段階で行ったリサーチによって、複数の人が 

集まる場で使用されるプロダクトには、人々の行為や行動、

心理に影響を与える「数の枠」があることに気づいた。プロ

ダクトに含まれる「数の枠」は、「数が明確な枠」と「数が曖

昧な枠」に分類できる。例えば、四角形のテーブルは着席で

きる人数を明確に示している場合が多いが、円形テーブルは

着席できる人数を明確に示していないということなどである。

研究過程において、プロダクトに含まれる数の枠を「数が明

確な枠」と「数が曖昧な枠」の２通りに可変できれば、あら

ゆる状況において使用者に心地良さを与えるのではないかと

いう仮説を立てた。その仮説を検証するため、レストランで

使用する段ボール製テーブル Plus One をデザインした。Plus 

One は、使用する人数の増減に無駄なく適応する天板形状が

傅 及奕
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人数の増減に適したプロダクトデザインを探る
A study of people, products and numbers 
Product design approaches adaptable to various users

人と物と数の関係　

図 1：人数の増減に適したプロダクトデザインの条件

図 2： 1. Plus one   H72 / W43 / D52   段ボール　2.  Plus one 基本的な組み合わせ方　3. 空間に合わせ、柔軟にレイアウトできる事例　4. Plus one の使用シーン

1 2 3 4 5 6

図 3： 1.  Joints の使用イメージ   H120   片面段ボール　2.  Joints の使用イメージ　3. 構造体の説明図


